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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第１四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

自　2022年１月１日
至　2022年12月31日

営業収益 （千円） 794,359 3,267,913

経常利益又は経常損失（△） （千円） △2,250 187,780

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期

純損失（△）

（千円） △3,288 112,401

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △2,564 125,799

純資産額 （千円） 1,097,192 1,095,635

総資産額 （千円） 1,829,386 1,904,660

１株当たり当期純利益又は１株当

たり四半期純損失（△）
（円） △1.42 56.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 60.0 57.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．当社は、第22期第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第22期第１

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

 

（1）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における日本経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限が緩和され、社会

経済活動の正常化に向けた動きが進みましたが、引き続き金融市場の変動による影響や不安定な国際情勢による

資源・エネルギー価格の高騰や物価の上昇等、未だ先行き不透明な状況が続いております。

　このような経済環境のもと、当社グループは持続的な成長を実現するため、国内・海外とも、引き続きWebによ

る面談、コンサルティング等を積極的に取り入れるとともに、AIやIT技術を活用したデジタル接点の強化を図

り、お客様の利便性向上に努めてまいりました。

 

　この結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益は794,359千円、営業損失は2,023千円、経常損失は

2,250千円、親会社株主に帰属する四半期純損失は3,288千円となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

①　国内事業

　国内事業においては、当社のビジネスモデルの根幹である事業承継の取り組みが順調に推移し、四国初の出店

として2023年２月１日に愛媛県に別大支店愛媛支社を開設いたしました。また、損害保険中心のストック型ビジ

ネスを基盤に生命保険のクロスセルの更なる推進を行うため、2023年１月11日よりお客様にオンライン上で簡単

な質問にお答えいただき、ぴったりな保険を診断する「ほけチョイス」サービスを開始いたしました。

　この結果、同事業の当第１四半期連結累計期間における営業収益は753,719千円、セグメント利益は3,125千円

となりました。

 

②　海外事業

　米国においては、昨年度に続き、お客様とのオンライン面談などで接点を強化し、損害保険を中心に売上が好

調に推移いたしました。しかしながら、日本からの駐在員の異動が少ない第１四半期は収益が上がりにくく、決

算作業の業務委託費用の支出があるため、例年どおり、当第１四半期のセグメント利益はマイナスとなりまし

た。

　この結果、同事業の当第１四半期連結累計期間における営業収益は40,639千円、セグメント損失は5,376千円と

なりました。

 

（2）財政状態の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,335,617千円となり、前連結会計年度末に比べ79,015千円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が143,094千円減少したことによるものであります。

　固定資産は493,768千円となり、前連結会計年度末に比べ3,741千円増加いたしました。これは主に顧客関連資

産の増加5,681千円によるものであります。

　この結果、総資産は、1,829,386千円となり、前連結会計年度末に比べ75,274千円減少いたしました。

 

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は611,132千円となり、前連結会計年度末に比べ61,761千円減少

いたしました。これは主に営業未払金が45,380千円減少したことによるものであります。

　固定負債は121,061千円となり、前連結会計年度末に比べ15,070千円減少いたしました。これは主に長期借入金

の減少14,470千円によるものであります。

　この結果、負債合計は、732,193千円となり、前連結会計年度末に比べ76,831千円減少いたしました。

 

（純資産）

EDINET提出書類

株式会社エージェント・インシュアランス・グループ(E38164)

四半期報告書

 3/15



　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,097,192千円となり、前連結会計年度末に比べ1,557千円

増加いたしました。これは主に第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出し）により、資本金及び資

本剰余金がそれぞれ2,060千円増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は60.0％（前連結会計年度末は57.5％）となりました。

 

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（4）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

（6）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（7）経営成績に重要な影響を与える要因

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更

はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,864,000

計 7,864,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,323,000 2,323,000
名古屋証券取引所

メイン市場

１単元の株式数は、

100株であります。

計 2,323,000 2,323,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年１月18日（注） 7,000 2,323,000 2,060 336,364 2,060 245,848

（注）有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）
発行価格　　　588.80円
資本組入額　　294.40円
割当先　　　　株式会社SBI証券

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2022年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,315,300 23,153 －

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数  2,316,000 － －

総株主の議決権  － 23,153 －

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年１月１日から2023

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年12月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2023年３月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 946,075 802,980

売掛金 410,403 438,679

その他 58,154 93,957

流動資産合計 1,414,633 1,335,617

固定資産   

有形固定資産 52,882 54,130

無形固定資産   

顧客関連資産 205,704 211,385

その他 163,012 153,014

無形固定資産合計 368,716 364,400

投資その他の資産   

繰延税金資産 28,672 32,661

その他 40,255 43,076

貸倒引当金 △500 △500

投資その他の資産合計 68,427 75,237

固定資産合計 490,027 493,768

資産合計 1,904,660 1,829,386

負債の部   

流動負債   

短期借入金 50,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 54,542 54,480

営業未払金 374,621 329,241

未払法人税等 39,845 8,319

代理店手数料返金負債 43,158 43,215

その他 110,724 125,875

流動負債合計 672,893 611,132

固定負債   

長期借入金 131,327 116,857

その他 4,804 4,204

固定負債合計 136,131 121,061

負債合計 809,025 732,193

純資産の部   

株主資本   

資本金 334,304 336,364

資本剰余金 243,787 245,848

利益剰余金 500,928 497,640

株主資本合計 1,079,019 1,079,853

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 16,615 17,339

その他の包括利益累計額合計 16,615 17,339

純資産合計 1,095,635 1,097,192

負債純資産合計 1,904,660 1,829,386
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

営業収益 794,359

営業費用 796,382

営業損失（△） △2,023

営業外収益  

受取利息 8

その他 44

営業外収益合計 52

営業外費用  

支払利息 279

その他 0

営業外費用合計 280

経常損失（△） △2,250

特別損失  

リース解約損 311

特別損失合計 311

税金等調整前四半期純損失（△） △2,561

法人税等 726

四半期純損失（△） △3,288

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,288
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

四半期純損失（△） △3,288

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 723

その他の包括利益合計 723

四半期包括利益 △2,564

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,564
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　※　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2022年12月31日）

当第１四半期連結会計期間

（2023年３月31日）

当座貸越極度額 200,000千円 200,000千円

借入実行残高 50,000 50,000

差引額 150,000 150,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

減価償却費 19,311千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   （単位：千円）

 国内事業 海外事業 合計（注）

営業収益    

保険代理店事業 753,719 40,639 794,359

顧客との契約から生じる収益 753,719 40,639 794,359

外部顧客への営業収益 753,719 40,639 794,359

セグメント間の内部営業収益又は振替高 - - -

計 753,719 40,639 794,359

セグメント利益又は損失（△） 3,125 △5,376 △2,250

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の経常損失（△）と一致しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

１株当たり四半期純損失(△) △１円42銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純損失(△)（千円） △3,288

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失(△)（千円）
△3,288

普通株式の期中平均株式数（株） 2,321,678

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年５月15日

株式会社エージェント・インシュアランス・グループ

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 辰巳　幸久

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中山　卓弥

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エー

ジェント・インシュアランス・グループの2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計

期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エージェント・インシュアランス・グループ及び連結子会社

の2023年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
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うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 
   
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社エージェント・インシュアランス・グループ(E38164)

四半期報告書

15/15


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

